
 

千葉市では、視覚に障害があるなどハザードマップを目で見て確認することが難しい方の

避難行動を支援するため、「耳で聴くハザードマップ」サービスの利用を開始しますので、

お知らせします。 

これにより、音声読み上げアプリ「Uni
ユ ニ

-Voice
ボ イ ス

 Blind
ブラインド

」を使って、現在地における災害リ

スクや気象情報、最寄りの指定緊急避難場所情報などを音声で聴くことができるようになり

ます。 

 

１ 利用開始日 

  令和７年４月１５日（火） 

 

２ 利用方法 

①スマートフォンに「Uni-Voice Blind」アプリをインストール 

②初期設定が完了すると音声コードのスキャン画面が立ち上がるので、画面上部にある

現在地のアイコンをタップ 

③現在地の情報画面でハザードマップアイコンをタップすると、ハザードマップを音声

で聴くことができます 

  ※別添チラシ裏面「ご利用方法」参照  

 

３ 利用料 

無料（インストール等に伴う通信料は使用者の負担になります） 

 

４ 周知方法 

市ホームページやＳＮＳ、広報チラシなどで周知するほか、今後、特定非営利活動法人 

千葉市視覚障害者協会をはじめ、関係団体とも連携し、周知する予定です。 

 

５ その他 

  市の事業によりサービスを行う対象範囲は、千葉市域となります。  

なお、千葉県の事業によるサービスも同日から開始する予定のため、千葉県全域で同

サービスが利用可能です。 

 
 令和７年４月１５日 

総合政策局危機管理部 
防災対策課 
電話 ２４５－５１５０ 

   

 

「耳で聴くハザードマップ」の利用ができるようになります 

～ハザードマップを目で見て確認することが難しい方の避難行動を支援～ 
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